
　2025 年度社叢インストラクター養成セミナーを下

記の通り開催します。社叢インストラクター養成セ

ミナーと同時に資格認定試験を実施しますので、こ

の機に是非、ご受講と資格取得をめざしてください

（セミナーのみの受講も可能です）。

—資格をいかして社叢の保全活動を！—

　なお 9 月 6 日の午後の講演は、関西定例研究会と

共催です。会員および一般参加を歓迎します。イン

ストラクター養成講座参加希望の方は会員、非会員、

住所、氏名を記入の上、FAX(075-212-2973) または

メール (shasou@ams.odn.ne.jp) でお申し込みくだ

さい。

社叢インストラクター養成セミナー ( 資格取得 ) 実施

次回予告　【第９６回関西定例研究会】

◆日　時：9 月 6 日 ( 土 ) 13：00 ～ 14：30、申し込み不要　

◆場　所：下鴨神社　（社叢の観察と講演）

◆テーマ：「伊勢神宮の遷宮行事と御杣山」（櫻井治男）、社叢見学「社叢の樹木と生態」（前迫ゆり）

◆講　師：櫻井治男・前迫ゆり

◆参加費：会員無料　（非会員　500 円）

   記

■日　時：2025 年 9 月 6 日 ( 土 ) および 7日 (日 )

■場　所：下鴨神社および吉田神社

■申込締切：8月 28 日 ( 木 ) 必着 　

■セミナー受講料：会員は 15,000 円、 市民会員は 18,000 円 

 資格認定試験を受験される方は別途 5,000 円が必要です。

 ※フォローアップセミナー（インストラクター取得者）3,000 円 / 日（5,000 円 / 両日）

■受験資格：本学会会員（市民会員はセミナー受講料にて 2025 年度会員となります）　





令和 7 年度年次総会を太宰府天満宮にて開催
- 太宰府天満宮の社叢と九州の山岳信仰の歴史を学んだ二日間 -

　太宰府天満宮の皆さまと九州支部のご協力のもと、

６月２１日（土）、２２日（日）の二日間にわたり、

令和７年度の年次総会、研究大会、シンポジウム並

びに見学会を実施した。

　第一日目は太宰府天満宮にて櫻井治男理事長の玉

串奉奠による正式参拝の後、改修工事中の御本殿素

屋根を見学し、宝物殿にて、工事期間中の仮殿の建

築設計者に因んだ「藤本壮介」展を拝観した。参拝

及び拝観後の通常総会では、西高辻信宏宮司による

歓迎挨拶の後、令和６年度の事業報告並びに決算、

令和７年度の事業計画並びに予算が審議され、いず

れも可決の後、新たに社叢インストラクター資格を

取得した小山栞奈氏への認定証の授与がなされた。

　続いて、太宰府天満宮顧問で主管学芸員、更に、

本学会顧問でもある味酒安則氏より「太宰府天満宮 

社叢の歴史と仮殿」と題する特別講演をいただいた。

　午後は、同会場にて、研究発表とシンポジウム。

研究発表では、ともに会員である大阪国學院講師の

渡邉規矩郎氏及び京都大学大学院地球環境学舎の小

山栞奈氏による研究成果が披露され、続くシンポジ

ウムでは、九州大学大学院芸術工学研究院教授の知

足美加子氏による「英彦山修験道における植物崇敬

と文化継承」、九州大学大学院農学研究院教授の渡辺

敦史氏による「日本人はなぜ樹木を植栽してきたの

か？～過去の樹木植栽から伺えるその目的意識～」

と題する基調講演がなされ、その後、福岡県文化財

保護審議会会長で日本山岳修験学会理事の森弘子氏

をコーディネータとするパネルディスカッションが

行われた。パネリストは、基調講演のお二人に、株

式会社グリーンエルム代表の西野文貴氏と英彦山神

宮祢宜の高千穂有昭氏を交えた四名で、西野氏には

「世界に誇る『鎮守の杜』とその創り方」、高千穂氏

には「山岳信仰と社叢」の話題提供をいただいた。

　翌日の第二日目は、見学会を催行。団体バスにて、

シンポジウムでも話題となった宝満山信仰の歴史を

有する竈門神社を参拝の後、同社の松
まつおうじのぶきよ

大路信潔権禰

宜のご案内で社叢を見学した。その後、東峰村に移

動、宝満山や英彦山の修験者が行路で籠ったとされ

る行者堂並びに修行の際に同地を訪れた行者がそれ

ぞれ植えたとされる行者杉を見学した。行者堂では

同村で文化財保護に長年携わった日高正幸氏のご説

明を受け、通常は開扉されていない行者堂の内部を

拝観させていただいた。現在、行者杉の大木として

は最も大きい大王杉の外、霊験杉、鬼杉、境目杉が

残る。境目杉とは国見太郎とも称される大杉で、豊

前、筑前の境にあることから名付けられた。

　見学は、更に英彦山神宮へ。添田町の英彦山中腹

に鎮座する英彦山神宮の奉幣殿にて正式参拝の後、

高千穂氏による境内の案内と社叢見学が実施された。

　以上、二日間にわたって、内容の濃い、有意義な

年次総会であった。詳細は来春に刊行予定の『社叢

学研究』第２４号に掲載される。

◆日　時：9 月２８日 ( 土 ) 11：00 ～ 15：30、申し込み不要　

◆場　所：JR 垂井駅南口集合、八重垣神社、昼食後、13 時～南宮大社（岐阜県不破郡垂井町）

◆テーマ：「南宮大社と南宮山の植物について」

◆講　師：荒井寛臣（南宮大社禰宜）・櫻井治男・岡村 穣・長谷川泰洋（敬称略）

◆参加費：会員無料　（非会員　500 円）、 連絡先：岡村 穣 090-9924-9964

次回予告　【第４１回中部定例研究会】

　宗像国際環境会議実行員会は、玄界灘の海水温度

の上昇により沿岸部に広がる磯焼け、漂着ゴミ（マ

イクロプラスチック）の問題を中心に「海の鎮守の

森」構想を掲げ、海の再生事業に取り組みながら、

近年の急激な海の変化への提言や情報を国内外に発

信するため、平成 26 年に設立され、毎年シンポジウ

ムを開催しております。

　本年も下記日程で第 12 回宗像国際環境会議を開催

いたします。森里川海といった地球環境の保全はも

とより、それに関わる人々を繋ぎ、次世代を担う人

材の育成、地方創生等について、宗像の地で考え行

動し発信することを目的として、各分野の専門家を

招聘し、多角的な議論を進めてまいります。

　過去の動画や詳細情報は、随時下記の公式ホーム

ページにて情報を公開してまいりますので、ご確認

の程を宜しくお願いいたします。

記

1. 名 称 第 12 回宗像国際環境会議

2. 日 程 令和 7 年 10 月 26 日（日）～ 10 月 28 日（火）

3. 場 所 宗像大社 (福岡県宗像市田島 2331、0940-62-1311)

4. 内 容 定まり次第公式ホームページにて公開

※宗像国際環境会議 https://www.munakata-eco.jp/

5. 主 催 公益財団法人　三千年の未来会議

6. 主 管 宗像国際環境会議実行委員会

第 12 回 宗像国際環境会議 開催



第 95 回　関東定例研究会　報告      　　  2025 年 5 月 10 日
（於　東京大学大学院理学系研究科附属植物園

（小石川植物園））

  名木の巨木と見慣れない樹木を訪ねて

        - 小石川植物園草木観察会

      解 説：濱野周泰氏（生物環境調整学博士）
  東京農業大学地域環境科学部・社叢学会副理事長 )

  

 

　新緑の美しい季節となった。今回の関東定例会は、

東京大学大学院理学系研究科附属植物園 ( 小石川植

物園 ) に集合し、実際に植物に触れながら杜への理

解を深めようという趣向である。雨上がりで足元が

不安定なところもあったが、空気は澄み、水を得て

木々の葉は、益々青々と瑞々しく輝くなか、濱野副

理事長をはじめ、参加された先生方から多岐にわたっ

てお話しいただきながらの楽しい見学会となった。

　東京大学の附属施設である小石川植物園は日本最

古の近代植物園で、2023 年春の NHK 朝ドラ「らんま

ん」のモデルとなった植物学者牧野富太郎が活躍し

た舞台でもある。前身は 1684 年 ( 貞享元年 ) に徳川

幕府が設けた「小石川御薬園」で、1877 年 ( 明治 10

年 ) 東京大学創設にともない大学附属の植物園とな

り、2012 年に国の名勝および史跡に指定された。

　また、江戸幕府によって設立された無料医療施設、

『赤ひげ診療譚』で良く知られた小石川養生所跡が植

物園内にある。現在、井戸が残されている。

　東西約 750m、南北約 300m、面積は約 16ha で傾斜

地や台地、泉水地などもある変化に富んだ敷地の中

に、温室や分類標本園、日本庭園、意外にも稲荷神

社 ( 太郎稲荷、次郎稲荷 ) などの神社もあり、家族

連れの憩う姿も見られた。

写真　次郎稲荷

　ニュートンの生家にあった木の枝を接木したとい

う「ニュートンのリンゴ」やメンデルが遺伝の実験

に用いたブドウの分株である「メンデルのブドウ」、

平野作五郎が研究に用いた「精子発見のイチョウ」

など研究機関らしいネーミングのついた樹木や、ウ

メ林、ソメイヨシノ林、イロハモミジ林など、1 年

を通じて楽しめ、温室では小笠原諸島の絶滅危惧植

物の保護増殖も行われている。のびのびと育った大

樹の下には葉や木の実が落ち、そこからまた新しい

芽が出る。落ち葉を踏む音や鳥のさえずりに耳を澄

ます。

写真　ニュートンのリンゴ

　東京では身近に感じることが難しくなった自然に

触れ、植物について知る楽しさと共に、心も体も元

気をもらった見学会であった。

　見るもの多く、豊かな知識を惜しみなく披露して

くださる先生方の解説に魅了され、なかなか歩みが

進まず、閉園の 4 時 30 分ぎりぎりに出入り口の正門

に辿り着いて撮った写真。会員の有田さんはまだ門

から出ていない。( 文責　渡邉節子 )

写真　見学会を終えて



第 95 回　関西定例研究会　報告      　　    2025 年 5 月 4 日
（於　京都市梅小路公園）

都市の緑と鳥  - 鳥から見た社寺林と自然共生サイト

    　 話題提供：福井　亘氏（京都府立大学大学院）

須川　恒氏（日本鳥学会・龍谷大学里山学研究センター）

討論司会：森本幸裕氏（京都大学名誉教授・社叢学会副理事長）

◇趣　旨

　梅小路公園は都心の孤立緑地。自然から程遠かっ

た場所が整備後四半世紀を経て成熟。コアとなる「朱

雀の庭・いのちの森」が、新たな自然保護制度であ

る「自然共生サイト」に認定されました。これを機に、

孤立林であることも多い社寺林の自然共生サイト認

定推進に向けて、鳥の視点から考えてみました。

　今回は社叢学会に加えて、（公財）京都市都市緑化

協会の自然共生サイト認定記念行事、及び日本鳥学

会員近畿地区懇談会例会としても位置付けて、異分

野交流で社叢学会の宣伝も狙った次第。

◇話題提供（１）

「都市の緑と鳥」　　福井　亘（京都府立大学大学院）

　洛中洛外の緑をみると、様々な緑の環境が確認で

きる。公園はもちろん、河川敷の緑、庭園、生産緑

地など多種多様に見られる。中でも神社林や御苑の

ような環境は、洛中の中でも貴重な緑の空間を長い

年月担保し、現在にも緑を提供してくれている。こ

のような緑は、都市に住む住民にとっても貴重な空

間であり、生き物にとっても生息する場として重要

である。生物多様性の観点や生態系サービスにとっ

ても重要な環境と言える。そういった都市の生態系

を見る指標の一つに「鳥」がいる。生態系の上位種

にあたる鳥を見ることで、その場の生態的な空間の

状況が少し理解できる。特に、京都御苑や神社林の

糺の森のように持続されてきた緑の環境は、洛中洛

外では昔からの環境であり、そこで調査をしてみる

と様々な鳥を確認することができる。様々な鳥を確

認することで、そこが豊かな多様性を有することも

推察できた。また、他の国内都市に比べて、洛中は

多様性の高い環境の結果を示していることも明らか

になった。この結果は、都市の緑と鳥との関係を探

る手掛かりにもなり、また様々な関係性も確認でき

るが、多様性が豊かなのは、こういった緑が長い間、

持続され、維持されてきたからこそであると言えよ

う。

◇話題提供（２）

「鳥の京都府レッドデータブックを読み解く」

須川　恒 ( 京都府 RDB 鳥類分科会代表 ) 

　レッドデータブックは、次世代に伝えるべき自然

財の財産目録作成です。1990 年代に入って国のレッ

ドデータブック作成がはじまり、鳥類は 1990 年代

に日本鳥学会会員有志が近畿地区版を作成しました。

この作成も受けて、京都府では 2002 年にレッドデー

タブック初版を出版。2015 年に第 2 版の改訂版が、

また現在第３版に向けての改訂作業が進んでいます。

レッドデータブック改訂には多くの野鳥観察者・調

査者による多数の情報を活用します。その結果第 3

版では鳥類 114 種がレッドリストに掲載されました

（絶滅寸前種 15 種、絶滅危惧種 49 種、準絶滅危惧種

48 種、要注目種 2 種）。京都府で記録された 346 種

の約 3 割が保護する必要があります。生息環境別に

は、府内の山地・山林などの森林環境、海岸域や河川、

水田などの湿地環境が鳥類の生息環境として重要で

す。

　希少性がランクアップした種を通して京都府の環

境の変化が見えてきます。森林環境ではシカ害が原

因と思われる種が目立ち、河川では河川敷やヨシ原

の悪化が原因と思われる種が目立ち、農耕地でも環

境の悪化が原因と思われる種が目立ちます。

　レッドデータブックを活用して鳥類生息環境の保

護や普及啓発に活用するために、市町村単位にどの

ような鳥類が生息しているかを示すことが必要です。

また、京都府の希少野生生物保全条例も活用して、

地域単位に幅広い分野の方々と連携する道が大切で

す。

◇講演の間に行った巡検では「いのちの森モニタリ

ンググループ」のお世話になりました。

　討論では森本がコーディネータとなり、これから

の方向性について議論。「適度な手入れの重要性」「鳥

は生態系の豊かさのバロメーター」「鎮守の森ではア

オバズクがよい指標となる」などの保全の手掛かり

も得られ、最後に櫻井理事長の挨拶で締めくくりま

した。

　この様子（写真）は京都新聞にも報道されました。

（参加者数 46 名）
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次回予告　【第９６回関東定例研究会】

◆日　時：10 月 25 日（土）14：00 ～ 16：00

◆場　所：國學院大學キャンパス　（教室は未定）

◆テーマ：「聖なる森に憧れて」（仮題）

◆講　師：ケビン・ショート（Kevin Short）博士

  ＊講師のブログ：ケビンの里山そぞろ歩き https://kevinsatoyama.com/

◆費　用：無　料 （申し込み不要）

　年次総会を挟みながら、慌ただしい編集作業でし

たが、理事、会員の皆様のご協力により、無事、第

１３４号のニュースレターをお届けすることができ

ました。

　年４回の発行ですが、各支部ともに活動が活発な

ため、定例会の予告、報告、年次総会の予告と成果

など、限られた紙面では十分にお伝え出来ない点が

心苦しいところです。学会活動では多くの情報があ

り、これまで年６回の発行の際には、４頁仕立てと

６頁仕立てがありましたが、今後は年間を通じて６

頁仕立てとして進めていく考えです。

　巷では米の販売価格や入手の困難性など、令和の

米騒動とも言われるような事象を生じています。民

俗学者の柳田国男によれば、日本人は稲作願望民族

である、とのことですが、我々が対象とする社叢と

その基底にある信仰は稲作との関連なしに考えるこ

とはできません。一時の米不足ではなく、高齢化が

進む日本の農業そのものの存続の危機とされる今日。

確かに中山間地に鎮座する古社を訪ねると、そのよ

うなことを実感する今日この頃です。こうした論考

も可能な限りニュースレターに取り上げてみたいと

は思いますが、予算の充実のためにお知恵があれば

拝借したいところです。　（編集担当　賀来宏和）

　お陰様で、年次総会が無事終わり、本ニュースレ

ターに掲載されましたように、令和６年度の事業報

告及び決算、並びに令和７年度の事業計画及び予算

が承認されました。慌ただしい準備でしたが、会場

となった太宰府天満宮のご関係者様のご尽力のおか

げで心のこもったよい総会となり、特別講演を始め、

シンポジウムや見学会も好評のようで何よりです。

九州の歴史と伝統の重み、古来より大切に守ってこ

第７８回理事会を開催

　年次総会に先立ち、前日に太宰府天満宮余香殿に

て、第７８回理事会が開催されました。

開催日時：2025 年 6 月 20 日 ( 金 )14:30 ～ 16 時

出 席 者：全理事 22 名のうち 20 名（委任状提出 8 名）

審議事項　

第 1 号議案：令和 7 年度通常総会の運営について

第 2 号議案 : 令和 7 年度通常総会の議案について　

第 3 号議案 : 理事の退任・新任について　

第 4 号議案 : 定款の変更に関する課題について　　

報告事項：令和 7 年度の定例研究会の開催・事務局

運営・来年度の総会の開催地について

　理事会では、通常総会において審議される議案の

確認の外、今後の事務局体制についての検討、理事・

監査の異動、「葵祭」で使用されるフタバアオイの保

護・育成を目指す葵プロジェクトや賛助会員でアプ

リ「Biome」を開発運営する㈱バイオームの紹介、次

年度の年次総会の開催地区等についての議論がなさ

れました。議案については、総会資料と同様です。

られた社叢を学ぶ得難い機会となりました。

　今年も社叢インストラクター研修が行われます。

新しく社叢インストラクターを目指される方も、ま

た、社叢の歴史や自然環境について再度の学び直し

をお考えの方も、お申込みいただけると幸いです。

『　原　稿　募　集　』

　『社叢学研究』第 24 号（令和 8 年 3 月発行予定）への投稿：論文・研究ノート・短報・資料紹介や調査報

告と「鎮守の森の活動報告（祭・音楽会・調査・ワークショップなどの実施報告、抱える問題点など )」や「社

叢訪問記」など、会員の皆様の多彩な原稿を随時募集しています。

* 次号掲載のための大まかな締め切りは右の通りです。論文等は 10 月末日、活動報告等は 1 月 10 日。

* 会誌の投稿規程と論文の体裁など以下をご参照ください。http:/www.shasou.org/iourna1/format.pdf

* 書評欄では会員の皆さま方の著作を取り上げています。出版された方は、ぜひ事務局へご連絡下さい。


